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１・地域医療に貢献し、すべてのサービスに誇りと責任を持ち愛される病院になります。 

２・医療人としてよりよい医療や看護が提供できるよう自己研鑽します。 

３・安心した療養生活ができるように心の通った介護をいたします。 

４・健全経営を確立し、常に個人と組織が向上する環境を保ちます。 

５・病院組織をあげて医療の安全確保や感染対策に最善を尽くします。 

 

１P…美山病院 院内行事のご紹介 

2P・3P…臨地実習運営委員会 看護実習の様子 

４P…リハビリテーション科 第 2 回 ポジショニング講座 

美山病院 院内行事のご紹介 

羽田小学校 4 年生の児童と一緒に記念撮影 羽田小学生が作成した文鎮を院内ホールに展示 病院内では4年ぶりの獅子舞演舞を観賞 

 新型コロナウイルス感染症が 2 類相当感染症から 5 類感染症に移行したことにより、当院では

感染症対策を行いながら少しづつではありますが院内行事を再開しております。 

今年度も羽田小学校 4 年生の慰問は、奥州市内で新型コロナウイルス、インフルエンザが流行し

ていたため見送りさせていただいた代わりに、児童が地元の伝統産業である鋳物を学んだ時に制作

した「文鎮」を 1 階ホールに展示しました。リハビリで通りがかる入院患者さんや当院へご来院頂

く患者さんとご家族は、色とりどりで様々なデザインの文鎮を見てとても感心していました。 

 又、地元黒田助地区に伝わる市指定無形民俗文化財「黒田助獅子舞」の門付け行事では、昨年ま

では感染症対策に伴い病院玄関で演舞いただいておりましたが、今年は感染対策を行った上で病院

内の 2 階ホールと３階ホールで獅子舞演舞をいただき、4 年ぶりの演舞を見て患者さんたちは大変

喜んでおられました。 
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  美 山 病 院  

臨地実習運営委員会 

看護師 伊藤直樹 
 

 

今
年
度
、
2

0

2

4
年
は
実
習
受
け
入
れ

7
年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
試
練
を

乗
り
越
え
、
私
た
ち
は
創
造
と
挑
戦
を
繰
り
返

し
、
看
護
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
美
山
病
院
は
、
愛
情
溢
れ
る
熱
心
な
指

導
を
通
じ
て
、
感
謝
の
心
を
込
め
た
実
習
指
導
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

美
山
病
院
は
、
未
来
を
担
う
看
護
師
た
ち
が
学

び
、
成
長
で
き
る
場
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
を
心

か
ら
の
約
束
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち

は
地
域
住
民
の
皆
様
と
共
に
、
健
康
と
病
気
が
共

存
す
る
社
会
に
お
い
て
、
互
い
に
支
え
合
い
、
共

に
前
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
美
山
病
院

は
、
こ
の
地
に
根
差
し
、
皆
様
と
と
も
に
新
し
い

医
療
の
未
来
を
築
き
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。 
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臨 地 実 習 委 員 会  

一 

人 

ひ 

と 

り 

を 

大 

切 

に 

～
看
護
学
生
の
可
能
性
を
引
き
出
す
環
境
の
提
供
～ 

  

美
山
病
院
は
、
2

0

1

8
年
の
寒
風
が
心
を

包
み
込
む
1
月
か
ら
、
未
来
を
担
う
看
護
学
生
の

夢
と
希
望
の
扉
を
開
い
て
参
り
ま
し
た
。
岩
手
保

健
医
療
大
学
、
水
沢
学
苑
看
護
専
門
学
校
、
一
関
修

紅
高
等
学
校
と
い
っ
た
3
つ
の
学
び
舎
か
ら
、
医

療
の
最
前
線
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

実
習
は
、
学
び
舎
で
養
わ
れ
た
知
識
と
技
術
、
態

度
を
、
生
命
が
息
づ
く
病
院
の
現
場
で
統
合
し
、
真

の
看
護
師
へ
の
道
を
切
り
拓
く
貴
重
な
プ
ロ
セ
ス

で
す
。
こ
の
経
験
は
、
単
な
る
技
術
の
習
得
を
超

え
、「
看
護
の
心
」
を
育
む
、
看
護
師
と
し
て
の
自

己
を
発
見
す
る
場
と
な
り
ま
す
。 

令
和
5
年
5
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
5
類
感
染
症
に
格
下
げ
さ
れ
た
こ
と

で
、
我
々
の
医
療
体
制
、
そ
し
て
社
会
全
体
に
一
筋

の
希
望
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
こ
の
変
化
は
、
美
山

病
院
が
提
供
す
る
実
習
環
境
に
お
い
て
も
、
学
生

た
ち
が
よ
り
安
心
し
て
学
び
、
成
長
で
き
る
土
壌

を
築
き
ま
し
た
。 

 

「
ま
た
、
美
山
病
院
で
実
習
し
た
い
で
す
」「
将
来

目
指
し
た
い
看
護
師
さ
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
！
！
」

学
生
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で

あ
り
、
指
導
者
と
し
て
の
励
み
と
な
り
ま
す
。 

"o
n

e
 fo

r a
ll, a

ll fo
r o

n
e
"

（
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
）
を
大
切
に
、 

美
山
病
院
は
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
看
護
教

育
の
質
の
向
上
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
献
身

的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 
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・床ずれ（褥瘡）の予防             ・飲み込み機能の維持、促進 

・呼吸機能の維持、促進            ・全身の血流の維持、促進    

・体の柔軟性維持と関節の変形予防    ・安楽でリラックスした姿勢の提供  など  

 

 

 

 

 

 
  
 

  

 

 
 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目目的的  

ポジショニングの例 

ポジショニングのため、家族様にクッション等の 

用意をお願いすることがあります。 

クッション選びに迷った際は、スタッフまで 

お気軽にご相談下さい。 
 

リハビリテーション科 第２回 ポジショニング講座 

第 1 回は「ポジショニングとは」についてお伝えいたしました。 
第 2 回は「ポジショニングの目的」についてお伝えしたいと思います！ 

クッションで体を支えることで、身体

のねじれや不安定さを軽減すること

ができ、安楽な姿勢を保ちやすくなり

ます。 

食事の際、姿勢が崩れないようにクッション

で支えることで、安全な飲み込みをサポート

します。 

次回予告    ～クッションの選び方～ 
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